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事 業 報 告 

自 平成３０年４月 １日 

至 平成３１年３月３１日 

 

１ 会社の現況に関する事項 

 （１） 事業の経過及びその成果 

平成３０年度の我が国の経済は、相次いだ自然災害により、個人消費や輸出を中心に一時的

に押し下げられましたが、雇用・所得環境の改善が続くなどにより、景気は緩やかな回復が続

きました。北海道経済につきましても、北海道胆振東部地震の影響により一時的にテンポは鈍

りましたが、観光入込客数が好調を維持するとともに、個人消費や設備投資が持ち直すなどに

より、景気は緩やかな回復が続きました。 

こうした経済状況のもと、平成３０年度の当市場の取扱高（卸売事業者三社の合計）は、数

量で前年度比３．９％の減、金額では３．４％減の７７億７，８００万円（前年度８０億４，

８６０万円）となりました。 

なお、道内卸売市場の花き取扱額（平成３０年１月～１２月、北海道市場協会調）は１２２

億３，０９５万円（前年比３．６％減）で、同期間における当市場のシェアは６４．１％（前

年シェア６３.９％）となっております。 

当期事業につきましては、開設者としての市場の運営・管理及び卸売事業者三社から受託し

ている卸売代金の精算業務などの定例的な業務のほか、市民の皆様に市場のＰＲやお花に親し

んでもらうことを目的として「花き市場まつり」を開催するとともに、「国産花きイノベーシ

ョン推進事業」の一環として、道産花きの魅力をＰＲするためのイベント「北海道のお花大集

合 in 花き市場」を同時開催いたしました。また、北海道花き振興委員会による「北海道花き

品評会（切花・鉢花）」の開催、「北海道フラワーウオーク」や「SAPP‿ROフラワーカーペット」

への参画など、花き関係事業者と連携して、花きの振興、需要拡大に向けた取組みを行いまし

た。 

当期損益につきましては、市場取扱高の減少に伴い施設賃貸収入及び精算業務収入が前期よ

り減収となったことにより、売上高は１億２，３０２万円（前期比２２７万円減）となりまし

たが、一般管理費の縮減を図ったことで、営業利益は８０９万円となりました。これに営業外

損益を加減した経常利益は９９３万円となり、法人税等を差し引いた当期純利益は６２９万円

（前期比１０１万円、１９．１％増）となりました。 

 

（２） 対処すべき課題 

少子高齢化の進展や価値観の多様化など、花き業界を取り巻く環境は大変厳しい状況にあり

ますが、当市場は、前述のとおり、道内卸売市場の花き取扱額に対し６４．１％のシェアを有

するなど、産地と実需者を繋ぐ流通の要として重要な役割を担っているところです。 

 



 

昨年、卸売市場法が改正され、卸売市場制度の抜本的見直しが行われたところですが、当市

場が果たす役割は、これからも益々高まるものと考えております。 

一方、当市場は、昭和５６年４月に開場して以降３８年が経過し、施設の老朽化が顕著とな

っており、その対応が喫緊の課題となっております。 

こうしたことを踏まえ、当市場のあり方や機能強化、市場施設の再整備の考え方など、当市

場の目指すべき方向性について、関係事業者の皆様と検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

また、改正卸売市場法が来年６月に施行されることから、必要な手続きを遅滞なく進めると

ともに、花きの需要拡大に向け、国の「次世代国産花き産業確立推進事業」の活用をはじめ、

業界の皆様と一体となって消費宣伝活動の一層の充実に努めてまいります。 

 

（３）資金調達についての状況 

① 資金調達  当期中において、新たな借入金、株式の発行、補助金の交付などはありません。 

② 設備投資  当期中に行った設備投資は、鉢物棟２階電気湯沸器 21万 5千円であります。 

 

（４）直前三事業年度の財産および損益の状況   

区    分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

売  上  高 130,904千円 128,376千円 125,292千円 123,018千円 

当期純利益 5,111千円 7,192千円 5,283千円 6,293千円 

１株当り当期純利益 12円 58銭 17円 71銭  13円 01銭 15円 50銭 

総  資  産 769,235千円 712,373千円 665,641千円 699,569千円 

 

（５）使用人の状況（平成 31年 3月 31日現在） 

    従業員数  社員３名、非常勤社員３名 

 

２ 株式に関する事項 

（１）発行する株式の総数     ５００，０００株 

（２）発行済み株式の総数     ４０６，０００株 

（３）当期末株主数             ５ 名 

（４）株 主     

株 主 名 持 株 数 株式割合 

札  幌  市 204,000  株  50.25 %  

札幌花き園芸㈱  164,600  株 40.54 %  

北海道植物㈱  19,000  株 4.68 %  

㈱北海道銀行  16,000  株 3.94 %  

はまなす花き㈱  2,400  株 0.59 %  

計 406,000  株 100.00 %  

 



 

３ 会社役員に関する状況（平成 31年 3月 31日現在）  

 

役    職 氏    名 

代表取締役社長 町 田  隆 敏 

専務取締役 大 原  治 

取  締  役 知 野  学 

取  締  役 田 嶋  久 嗣 

取  締  役 木 村  雅 樹 

取  締  役 山 田  紀 雄 

取  締  役 木 村 明 夫 

監  査  役 木 村  伸 人 

監  査  役 熊 谷 清 勝 

 

 

 

以上、平成 30年度の会社の事業活動の概要をご報告いたしましたが、今後とも、全力をあげて市

場運営に取り組んでまいる所存でございますので、関係各位の特段のご指導、ご支援を賜りますよう

お願い申しあげまして事業報告といたします。 

 

 

 

令和 元 年 5月 29日 

株式会社札幌花き地方卸売市場 

代表取締役社長 町田  隆敏 

 



株式会社 札幌花き地方卸売市場

  貸   借   対   照   表

平成３１年３月３１日現在 （単位：円）

資  産  の  部 負  債  の  部

科    目 金    額 科    目 金    額

【流  動 資 産 】【 230,807,185 】【 流  動 負 債 】 【 57,123,312 】

現 金 80,000 未    払 金 5,097,714

預 金 217,759,283 未払法人税等 3,647,500

立 替 金 315,898 未 払 消 費 税 1,808,200

前 払 費 用 1,815,218 前 受 金 20,000

未 収 収 益 763 預    り 金 445,241

未 収 入 金 10,846,869 精算代金預り金 45,052,442

貸 倒 引 当 金 △ 10,846 賞 与 引 当 金 1,052,215

【固  定 資 産 】【 468,761,869 】【 固  定 負 債 】 【 44,296,958 】

（有 形 固 定 資 産 ）（ 396,360,758 ） 長 期 借 入 金 0

建 物 129,245,469 預 り 保 証 金 41,640,000

構 築 物 983,930 退職給付引当金 2,656,958

工 具 器 具 備 品 2,665,359

土 地 263,466,000 負  債 合 計 101,420,270

（無 形 固 定 資 産 ）（ 248,311 ） 純　資　産　の　部

電 話 加 入 権 248,311 科 目 金    額

【 株 主 資 本 】 【 598,148,784 】

資    本 金 470,000,000

（投資その他の資産 ）（ 72,152,800 ）（ 利 益 剰 余 金 ） （ 128,148,784 ）

投 資 有 価 証 券 20,000,000 その他利益剰余金 128,148,784

保 険 積 立 金 12,800 別 途 積 立 金 40,000,000

取引保証積立金 37,140,000 繰越利益剰余金 88,148,784

修 繕 積 立 金 15,000,000

純 資 産 合 計 598,148,784

資  産 合 計 699,569,054 負債･純資産 合計 699,569,054



株式会社 札幌花き地方卸売市場

  損   益   計   算   書
自平成30年４月１日

至平成31年３月31日 （単位：円）

【売 上 高 】

施 設 賃 貸 収 入 99,468,929

売上高割使用料 42,779,033

面積割使用料  38,748,312

関連店舗使用料 17,941,584

精 算 業 務 収 入 20,978,678

駐 車 管 理 収 入 2,570,000 123,017,607

123,017,607

【販売費および一般管理費】 114,932,290

8,085,317

【営 業 外 収 益 】

受 取 利 息 52,902

雑 収 入 1,791,614 1,844,516

9,929,833

【特 別 利 益 】

貸倒引当金戻入益 346

【特 別 損 失 】

固定資産除却損 9

税引前当期純利益 9,930,170

法人税、住民税及び事業税 3,636,317

当 期 純 利 益 6,293,853

科          目 金           額

売上総利益金額

営業利益金額

経常利益金額



株式会社 札幌花き地方卸売市場

（単位：円）

別途積立金 繰越利益剰余金

470,000,000 40,000,000 81,854,931 591,854,931 591,854,931

別途積立金の積立 0 0

当 期 純 利 益 6,293,853 6,293,853 6,293,853

 

0 6,293,853 6,293,853 6,293,853

470,000,000 40,000,000 88,148,784 598,148,784 598,148,784

上記のとおりご報告申し上げます。

 株式会社 札幌花き地方卸売市場

代表取締役社長   町 田 隆 敏

当 期 末 残 高

純資産合計
株主資本合計

株　　主　　資　　本

前 期 末 残 高

利　益　剰　余　金

当 期 変 動 額

当期変動額合計

その他利益剰余金

株主資本等変動計算書

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月31日

資　本　金



重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1)　棚卸資産の棚卸方法及び評価基準

棚卸方法--------　実地棚卸

評価基準--------  最終仕入原価法

(2)　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 法人税法の規定による定率法によっています。但し、平成１０年４月

以降取得の建物については、定額法によっております。

無形固定資産 定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、法人税法の規定にもとづく法

定繰入率による繰入限度額を計上しております。

賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上して

おります。

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、自己都合による退職金の期末要支給

額の100％相当額を引当計上しております。

計算書類作成のための重要な事項

 ①リース取引の処理方法

   リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃

   貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。

 ②消費税等の会計処理

   消費税の納付税額の計算方法は、原則課税制度によっています。また、その経理処理は 税込方式

   によっています。

株主資本等変動計算書に関する注記

当該事業年度中の剰余金の配当に関する事項

当期中における配当金の支払いはありません。

当該事業年度後の剰余金の配当に関する事項

配当金の支払いの予定はありません。

発行済み株式の数

前期末株式数（発行済普通株式） 406,000株

当期増加株式数（発行済普通株式）

当期減少株式数（発行済普通株式）

当期末株式数（発行済普通株式） 406,000株

一株当たり情報に関する注記

一株当たりの情報

一株当たり純資産額 1,473円27銭

一株当たり当期純利益 　 15円50銭

その他の注記

その他

有形固定資産の減価償却累計額 721,925千円

個 別 注 記 表

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月31日


